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令和４年度

カミツキガメ通信
発行：令和４年４月

千葉県では、生態系や農林水産業に被害を与えるお
それのあるカミツキガメについて、主にワナによって
捕獲する捕獲事業と、県民からの通報に基づいて市町
村や警察が収容する緊急収容の２つの体制で防除を
行っています。今回は、令和３年度の結果と、これま
での取組の成果についてお知らせします。

緊急収容の結果①

・県民のみなさんの協力により、令和３年度は
133頭（オス68、メス38、性別不明27）の 捕
獲がありました。

・捕獲数はカミツキガメが活動を開始する４月
から徐々に増加し、６月が最も多くなりまし
た。その後は減少しました。

・９月以降は、カミツキガメが動かなくなり、
人目につきにくくなるため、目撃・発見され
る例も少なくなりました。

捕獲事業の結果

・５月～９月までは、主にワナによって、その
他の時期は、手探り等ワナ以外の方法によっ
て、カミツキガメを捕獲しています。

・その結果、令和３年度は、計1,323頭（オス
646、メス487、性別不明185、欠測5）のカミ
ツキガメが捕獲されました。

・捕獲されたカミツキガメの体長（背甲長）
は、雌雄ともに150～225㎜の間に集中して
いました。また、300㎜を超える大型の個体
は非常に少ない結果となりました。

図. 令和３年度に捕獲されたカミツキガメの体長

※11月現在
4月に更新

捕獲数

捕獲月

図. 令和３年度に収容したカミツキガメの月ごとの捕獲数
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これまでの取組の成果

平成19年度から開始した捕獲事業では、これま
でに、12,152頭のカミツキガメを捕獲しました。
捕獲対象地を拡げたり、捕獲方法を工夫すること
によって、捕獲数は増加しています。
また、平成18年度から開始した緊急収容では、

これまでに、2,423頭を収容し、捕獲事業との
合計は14,575頭に達しています。
県ではこれらの捕獲データを基に、個体数の推

定や生息状況等の解析を行っています。県民のみ
なさんからの通報が防除に大きく役立っています。

○ 野外でカミツキガメを見つけたら・・・

野外でカミツキガメを見つけた場合、手を出したり、捕まえようとせずに、地元の市町村または
警察に連絡してください。

捕獲年度

捕獲数

図. 防除事業におけるカミツキガメの捕獲数の推移

緊急収容の結果②

・発見された環境は、水田が最も多く、２番目
に多かった水路と合わせ、この２環境が全体
の50％以上を占めました。
このことから、カミツキガメが水田地帯を生
息場所としていることがわかります。

・カミツキガメは水中で暮らしていますが、
道路でも発見例が複数ありました。これは、
陸上を移動していたカミツキガメが、人目に
つきやすいためと考えられます。

図. 令和３年度に緊急収容があった環境
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これまでに緊急収容により
捕獲した地点（累計）。印
旛沼とその流域に集中して
いるが、他の地域での発見
例もある。

印旛沼周辺拡大図


